
ＭＩＪＳは、製品の相互連携を行って海外展開および国内ビジネス基盤の強化を図ります

日本発SaaSはクラウドの気流にのっているか？

クラウドが企業のシステム活用に与える影響は？

～日本におけるSaaS・クラウドの事例と実情～

Made In Japan Software コンソーシアム

２月２５日（金） ヴィアーレ大阪

日 時 ２０１１年２月２５日（金）１３：３０～１８：００ （１３：００開場）

場 所 ヴィアーレ大阪（安土の間 クリスタルルーム）

参加費 無料 定員１８０名（事前登録制）

主 催 MIJSプロダクトビジネス推進委員会

●ＭＩＪＳコンソーシアム プロダクトビジネス推進委員会参加企業 （２０１１年１月現在／５０音順）

アイサイト
アクシスソフト
アプレッソ
インフォテリア
インフォファーム
ヴィンキュラム ジャパン
ウイングアーク テクノロジーズ
ＷＥＩＣ
エイジア
ＮＥＣ
ＮＴＴコミュニケーションズ
ＮＴＴデータ イントラマート
エフ・シー・エス
ガイア
クオリティ

クレオ
コクヨＳ＆Ｔ
サイボウズ
ＪＢアドバンスト・テクノロジー
ジェイモードエンタープライズ
ジェナ
システムインテグレータ
システムエグゼ
ジャスネット
ジャスミンソフト
セールスフォース・ドットコム
ディバータ
テラスカイ
電通国際情報サービス
東洋ビジネスエンジニアリング

トランザクト
日本セキュアジェネレーション
ネオレックス
ネクスウェイ
パナソニック ソリューションテクノロジー
ビーエスピー
ビジネスブレイン太田昭和
日立ソリューションズ
日立製作所
ヒューマンセントリックス
富士ゼロックス
富士通
フューチャーアーキテクト
ブロードリーフ
ワックドットコム

コンソーシアムは、ユーザ企業の真のニーズに応えるため日本の有力
ソフトウェアベンダーが製品連携を図り、海外および国内市場へより良いソリューション
提供を行う目的で結集しました。私どもの活動を知っていただくために、来る2月25日
（金）、MIJSプロダクトビジネス推進委員会主催セミナー「日本発SaaSはクラウドの気流
にのっているか？クラウドが企業のシステム活用に与える影響は？ 日本における
SaaS・クラウドの事例と実情～」をヴィアーレ大阪で開催致します。ご来場、心よりお待
ち致しております。

ＭＩＪＳ



１３：００～ 開場

１３：３０～ 開会のご挨拶 MIJS理事 プロダクトビジネス推進委員会担当 平野 洋一郎 氏

（株式会社インフォテリア 代表取締役社長）

１３：４０～ 基調講演「世界に羽ばたけ！21世紀の日本企業」

株式会社 堀場製作所 最高顧問 堀場 雅夫 様

１４：２０～ ソリューション紹介 MIJS理事 プロダクトビジネス推進委員会担当 永井 一美 氏

（アクシスソフト株式会社 代表取締役社長）

１５：３０～ 休憩

１５：４０～ パネルディスカッション 「業務領域毎にみるクラウド・SaaS活用事例と実態」

～日本発SaaSは世界のクラウドを目指す～

モデレータ： MIJS プロダクトビジネス推進委員会 副委員長 兼 普及啓発ＷＧ長 常盤木 龍治氏

（東洋ビジネスエンジニアリング株式会社

プロダクト事業本部営業本部営業1部 マネージャー）

１６：５０～ 理事長挨拶 MIJS理事長 内野 弘幸 氏

（株式会社1stホールディングス 代表取締役社長 兼

ウイングアーク テクノロジーズ株式会社 代表取締役社長）

１７：００～ ソリューション展示 兼 名刺交換会

※ ドリンク等を用意しております。お名刺交換、情報交換の場としてご活用ください。

１８：００ 閉会 司会進行 ： MIJSプロダクトビジネス推進委員会 委員長 美濃 和男 氏

（株式会社エイジア 代表取締役）

アクセス

http://www.viale-
osaka.com/2010/modules/acsess/index.php/index.html

大阪府大阪市中央区安土町3－1－3

TEL：06-4705-2411

－プログラム－

お申込みＵＲＬ

お申込み方法

MIJSコンソーシアム事務局
Tel：03-6268-9535 Fax：03-6268-9536

E-Mail：negishi@mijs.jp uchida@mijs.jp （根岸、内田）

お申込／お問い合わせ先

http://www.mijs.jp/section/event/20110225.html

堀場雅夫 様 株式会社堀場製作所最高顧問
大正１３年、京都市生まれ。昭和２０年、京都大学理学部在学中に堀場無線研究所を創業。学生ベンチャーの草分けと呼ばれる。国産初
のガラス電極式ｐHメーターの開発に成功し、昭和２８年、堀場製作所を設立する。社員に博士号の取得を推奨し、自身も昭和３６年に医学
博士号を取得。「おもしろ おかしく」を社是として、全社一丸となって、ベンチャービジネスのモデルともいえる企業を作りあげた。以後、同社
は分析機器のトップメーカーとして、つねに技術開発で業界をリードしている。昭和５３年に会長、平成１７年に取締役を退任し最高顧問に
就任。

現在、全国イノベーション推進機関ネットワーク 会長、京都市ベンチャー企業目利き委員会 委員長などを務め、起業家の育成にも力を注
いでいる。

また、平成１８年には、分析化学の世界で最も権威ある「ピッツコン・ヘリテージ・アワード」を米国人以外で初めて受賞し、併せて２７人目
の殿堂入りを果たした。

著書に『イヤならやめろ！』（日本経済新聞社）『仕事ができる人 できない人』（三笠書房）『人の話なんか聞くな！』（ダイヤモンド社）『その
他大勢から抜け出す仕事術』（三笠書房）『やるだけやってみろ！』（日本経済新聞出版社）『もっとわがままになれ！』（ダイヤモンド社）など
多数がある。


